
千葉県における植生の構成比（メッシュデータによる）

環境庁自然保護局（1999）第5回自然環境保全基礎調査 植生調査報告書（全国版）よ
り作成。
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千葉県における植生と土地利用の１００年間の変化

小林（印旛沼周辺平野部）における植生と土地利用の相対優占度
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海士有木（丘陵部）における植生と土地利用の相対優占度

12

0

40

18

0

29

6

0

0

4

0

9

8

20

11

1

18

19

3

0

1

0

1

0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1980年代

1880年代

相対優占度

常緑広葉樹林

落葉広葉樹林

マツ林

スギ林

混交林

低木林

草地

畑

水田

居住地

開放水系

その他

八日市場（海岸平野部）における植生と土地利用の相対優占度
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千葉県の自然誌 本編５ 千葉県の植物２－植生－（2001）より作成

※　迅速図原図（1880年代）から判読した植生・土地利用と、環境庁発行の現存植生図（1980年代）との比較。図面を
100メッシュに区切り、メッシュごとに優占する植生・土地利用を判読し、全100メッシュに対するそれぞれの植生・土地利
用が優占するメッシュの割合をその植生・土地利用の相対優占度としたものである。

千葉県における植生と土地利用の１００年間の変化

大多喜（山地部）における植生と土地利用の相対優占度
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千葉東（都市近郊域）における植生と土地利用の相対優占度
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